
JP 5771334 B2 2015.8.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵物を冷凍状態にすることなく貯蔵する冷蔵温度帯室と、
　前記冷蔵温度帯室の下方に当該冷蔵温度帯室と隔壁で仕切られて形成され、前記貯蔵物
を冷凍状態で貯蔵する冷凍温度帯室と、
　前記冷蔵温度帯室および前記冷凍温度帯室の前方を開閉する扉と、
　前記冷蔵温度帯室および前記冷凍温度帯室の後方に形成される冷却器室に収容されると
ともに前記冷凍温度帯室の後方に配置されて冷気を生成する冷却器と、
　前記冷却器が生成した前記冷気を前記冷却器室から前記冷蔵温度帯室まで案内する冷蔵
温度帯冷気流路と、
　前記冷却器が生成した前記冷気を前記冷却器室から前記冷凍温度帯室まで案内する冷凍
温度帯冷気流路と、
　前記冷却器室に収容されて前記冷蔵温度帯室の後方に配置され、前記冷却器が生成した
前記冷気を前記冷蔵温度帯冷気流路に送風する冷蔵用送風ファンと、
　前記冷却器室に収容されて前記冷蔵温度帯室の後方に配置され、前記冷却器が生成した
前記冷気を前記冷凍温度帯冷気流路に送風する冷凍用送風ファンと、
　を備え、
　前記冷蔵用送風ファンが、前記冷凍用送風ファンよりも上方の位置に配置されていると
ともに、前記冷凍用送風ファンよりも前記冷気を上方に向かって吐出するような取り付け
角度で取り付けられ、
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　前記冷蔵用送風ファンおよび前記冷凍用送風ファンが、前記冷気の吐出側から臨んで矩
形の外枠を有する場合、
　前記冷蔵用送風ファンを前方から臨んだ前記外枠が左右方向となす傾斜角度と、
　前記冷凍用送風ファンを前方から臨んだ前記外枠が左右方向となす傾斜角度と、が異な
っていることを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記冷蔵温度帯室には、
　前記隔壁および当該隔壁の上方に備わる仕切り部で区画されて前記冷蔵温度帯冷気流路
を流通する前記冷気が供給されない下部区画室と、
　前記仕切り部および当該仕切り部の上方に備わる収納棚で区画されてダクトを介して前
記冷却器室と連通し、前記冷蔵温度帯冷気流路を流通する前記冷気が供給される上部区画
室と、
　前記上部区画室に収容されて前方に引き出し可能に備わる引出容器と、が備わり、
　前記引出容器と前記仕切り部との間に前後方向に通じる間隙部が形成され、
　前記上部区画室に供給された前記冷気が、前記間隙部と前記ダクトを前記冷却器室まで
流通し、
　前記間隙部を流通する前記冷気が前記仕切り部を冷却し、冷却された前記仕切り部が前
記下部区画室を冷却することを特徴とする請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記ダクトが、前記冷却器の後方を通るように配管されていることを特徴とする請求項
２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記隔壁には、前記冷却器が生成した前記冷気を前記冷却器室から前記冷凍温度帯室の
前方に向かって流通させる流通手段が備わり、
　前記流通手段で前方に向かって流れる前記冷気によって冷却された前記隔壁が前記下部
区画室を冷却することを特徴とする請求項２または請求項３に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記流通手段は、前記隔壁に前後方向に延設されて後端部側が前記冷却器室と連通する
管路を含んで構成され、
　前記冷凍用送風ファンの一部が前記管路の後端部の後方に配置されて、当該冷凍用送風
ファンが吐出する前記冷気の一部を前記管路に送風することを特徴とする請求項４に記載
の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明の背景技術として特許文献１に開示される技術がある。特許文献１には、「冷凍
室内に設けられる一つの蒸発器および二つのファンを使用して冷凍室および冷蔵室の各々
の温度を独立に制御する」と記載されている（段落０００６参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３０７３６３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、冷却された空気を冷凍室（冷凍温度帯室）へ供給する第１送風ファン
と、冷却された空気を冷蔵室（冷蔵温度帯室）へ供給する第２送風ファンと、を備える冷
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蔵庫が記載されている。しかしながら、冷蔵温度帯室や冷凍温度帯室を効率よく冷却する
ための２つの送風ファンの詳細な配置について記載されていない。
　また、冷蔵温度帯室が複数の区画室に仕切られ、各区画室が個別の機能（チルド室、野
菜室等）を有することで利便性が向上した冷蔵庫もあるが、特許文献１の冷蔵庫の冷蔵温
度帯室（冷蔵室）は単一の個室である。したがって、冷蔵温度帯室が複数の区画室に仕切
られている場合に各区画室を効率よく冷却する構成について、特許文献１に記載されてい
ない。
【０００５】
　そこで本発明は、送風ファンによって冷気を効率よく冷蔵温度帯室に供給し、複数の区
画室に仕切られている冷蔵温度帯室であっても効率よく冷却できるように構成されている
冷蔵庫を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため本発明は、冷蔵温度帯室の下方に冷凍温度帯室が配設され、冷
却器が生成した冷気を冷蔵温度帯室に供給する冷蔵用送風ファンと、冷却器が生成した冷
気を冷凍温度帯室に供給する冷凍用送風ファンと、を備える冷蔵庫とする。そして、冷蔵
用送風ファンが、冷凍用送風ファンよりも上方の位置に配置されているとともに、冷凍用
送風ファンよりも冷気を上方に向かって吐出するような取り付け角度で取り付けられ、冷
蔵用送風ファンおよび冷凍用送風ファンが、冷気の吐出側から臨んで矩形の外枠を有する
場合、冷蔵用送風ファンを前方から臨んだ外枠が左右方向となす傾斜角度と、冷凍用送風
ファンを前方から臨んだ外枠が左右方向となす傾斜角度と、が異なっていることを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によると、送風ファンによって冷気を効率よく冷蔵温度帯室に供給し、複数の区
画室に仕切られている冷蔵温度帯室であっても効率よく冷却できるように構成されている
冷蔵庫を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施例に係る冷蔵庫の斜視図である。
【図２】開扉した冷蔵庫を前方から見た正面図である。
【図３】本実施例に係る冷蔵庫庫内を示す縦断面図である。
【図４】冷蔵庫の内部構造を示す後方斜視図である。
【図５】（ａ）は、冷蔵用送風ファンおよび冷凍用送風ファンが取り付けられた内部状態
を前方から見た斜視図、（ｂ）は、ダクトカバーおよび冷凍室の背板が取り付けられた内
部状態を前方から見た斜視図である。
【図６】（ａ）は冷蔵用送風ファンの配置を示す側面図、（ｂ）は冷凍用送風ファンの配
置を示す側面図である。
【図７】固定板に取り付けられた冷蔵用送風ファンおよび冷凍用送風ファンを前方から臨
んだ図である。
【図８】チルド室と野菜室の構成を示す側面断面図である。
【図９】冷気ダクトを示す後方斜視図である。
【図１０】隔壁の構造を示す斜視図である。
【図１１】冷凍室の構成を示す側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、適宜図を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。
【実施例】
【００１０】
　図１は本実施例に係る冷蔵庫の斜視図、図２は開扉した冷蔵庫を前方から見た正面図、
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図３は本実施例に係る冷蔵庫庫内を示す縦断面図である。
　なお、以下の説明では、観音開き（フレンチ式）扉を備える冷蔵庫とするが、片開き扉
を備える冷蔵庫にも本実施例を適用することは可能である。
【００１１】
　図１～３に示すように、本実施例に係る冷蔵庫１は、その本体部（筐体）をなす冷蔵庫
本体１ａの内部に、冷蔵室３、チルド室４（上部区画室）、野菜室５（下部区画室）、冷
凍室６が区画配設されている。また、冷蔵庫本体１ａの一面には、左右に分割された観音
開き（いわゆるフレンチ式）の扉２ａ，２ｂが備わる。そして、扉２ａ，２ｂの開扉によ
って、使用者が、冷蔵室３、チルド室４、野菜室５の各貯蔵室に貯蔵される貯蔵物の取り
出し、または、各貯蔵室への貯蔵物の収納ができるようになる。
　冷蔵庫１は、扉２ａ，２ｂが備わる一面の側を前面Ｆｓ、前面と対向する一面の側を背
面Ｒｓとし、前面Ｆｓの側を前方（Ｆｒ）、背面Ｒｓの側を後方（Ｒｅ）とする前後方向
が設定される。また、前面Ｆｓの側から背面Ｒｓの側を臨む方向に左方向（Ｌｅ）と右方
向（Ｒｉ）が設定される。そして、冷蔵庫１の設置面（底部）の側を下方として上方向（
Ｕｐ）と下方向（Ｄｎ）が設定される。
【００１２】
　本実施例の冷蔵庫１において、扉２ａ，２ｂは前方の上方に配設される。また、扉２ａ
，２ｂの下方の前方には引出扉２ｃが備わり、この引出扉２ｃの開扉によって、使用者は
、冷凍室６に貯蔵される貯蔵物を取り出し、および、冷凍室６への貯蔵物の収納ができる
ようになる。つまり、冷蔵室３、チルド室４、野菜室５の各貯蔵室の下方に冷凍室６が配
置される。そして、引出扉２ｃは冷凍室６の前方を開閉する扉になる。
【００１３】
　また、本実施例の冷蔵庫１においては、扉２ａ，２ｂの内側に形成される冷蔵空間に冷
蔵室３、チルド室４、野菜室５がこの順に上方から配置されており、野菜室５は冷蔵室３
およびチルド室４に比べて前方に張り出して形成される。このように、野菜室５が前方に
張り出した構成によって、野菜室５の空間領域を広げることができる。
【００１４】
　冷蔵室３および野菜室５は、室内温度が約３～５℃の冷蔵温度帯に保たれる貯蔵室であ
り、冷蔵室３には、冷蔵庫本体１ａの左右の内側に突設される支持部で支持される、上下
方向に複数段の収納棚３ａが着脱自在に配設される。そして、冷蔵室３とチルド室４は、
冷蔵室３の内部で最も下部に配置される収納棚（下部収納棚３ｂ）で仕切られる。
【００１５】
　また、扉２ａ，２ｂの内部面（閉扉したときに冷蔵庫本体１ａの内部側を向く面）には
上下方向に複数段のドアポケット８が備わっている。ドアポケット８に収容される貯蔵物
（ペットボトルやビン詰め調味料など）は、扉２ａ，２ｂが閉扉した状態のときにドアポ
ケット８とともに冷蔵室３に収容されて冷蔵される。なお、冷蔵室３およびチルド室４よ
りも前方に張り出して形成される野菜室５と対向する位置にドアポケット８が備わらない
構成としてもよい。
【００１６】
　チルド室４は、室内温度が約０℃に保たれる貯蔵室であり、例えば、上方が開口した箱
状部材の引出容器（チルド室容器４ａ）が、前方に向かって引き出し可能に収容される。
このように、チルド室４に収容されたチルド室容器４ａと冷蔵室３が下部収納棚３ｂで仕
切られ、チルド室容器４ａの内部を約０℃に維持するように構成される。そして、チルド
室４と野菜室５は仕切り部４ｃで仕切られる。
　冷蔵室３、チルド室４、および野菜室５は、貯蔵物を冷凍状態にすることなく貯蔵する
貯蔵室であり、本実施例の冷蔵温度帯室になる。なお、野菜室５には貯蔵物（野菜等）を
収納するための野菜容器５０が収容されている。
【００１７】
　また、例えば冷蔵室３の内部には、切換えレバー４ｂが備わる。この切換えレバー４ｂ
は、チルド室４に開口している、後記する冷蔵吹出し口１８ａ（図３参照）の開閉を操作
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するための操作子である。使用者は切換えレバー４ｂの操作で冷蔵吹出し口１８ａの開口
度を調節することができ、チルド室４の温度を調節できる。
【００１８】
　冷凍室６は、室内温度が約マイナス１８℃の冷凍温度帯に保たれて貯蔵物を冷凍状態で
貯蔵する貯蔵室であり、本実施例の冷凍温度帯室になる。そして、冷凍室６は、扉２ａ，
２ｂの下方に備わる引出扉２ｃによって開閉される。引出扉２ｃは図示しないガイドレー
ル機構等によって前方に向かって引き出し可能に構成され、図３に示すように上下方向に
重なって配設される上段冷凍容器６ａおよび下段冷凍容器６ｂが引出扉２ｃとともに引き
出されるように構成される。
　なお、下段冷凍容器６ｂのみが引出扉２ｃとともに引き出されるように構成され、上段
冷凍容器６ａは、引出扉２ｃと下段冷凍容器６ｂが引き出された状態のときに単独で引き
出し可能に備わる構成であってもよい。
　また、下段冷凍容器６ｂのみが備わる構成であってもよい。
【００１９】
　また、冷凍室６の前方に、引出扉２ｃに替わる、例えば片開きや両開きの開閉扉（図示
せず）が備わり、この開閉扉が開扉した状態のときに、上段冷凍容器６ａおよび下段冷凍
容器６ｂが引き出し可能となる構成であってもよい。
【００２０】
　そして、図３に示すように、冷蔵室３、チルド室４、野菜室５、および冷凍室６の各貯
蔵室は、冷蔵庫本体１ａの内面を覆うように備わる内壁１ｂで、前方を除く周囲が囲まれ
て形成される。
　また、図３に示すように、野菜室５と冷凍室６の間は隔壁５ａによって仕切られている
。隔壁５ａは、後方および左右の側で内壁１ｂと接するように形成されて野菜室５と冷凍
室６の間を隙間なく仕切るように構成されることが好ましい。この構成によって、野菜室
５と冷凍室６の間の熱交換が抑止されて冷蔵温度帯室と冷凍温度帯室の間が熱的に遮断さ
れる。そして、冷蔵室３、チルド室４、および野菜室５の温度が冷蔵温度帯に維持される
とともに、冷凍室６の温度が冷凍温度帯に維持される。
【００２１】
　さらに、野菜室５と冷凍室６の後方には冷却器室１０が形成される。冷却器室１０は野
菜室５と冷凍室６の後方に形成される空間からなり、野菜室５と冷凍室６を仕切る隔壁５
ａを貫通孔５ａ２（図４参照）を介して貫通するように形成され、冷気１００を生成する
冷却器１２と、冷却器１２が生成した冷気１００を送風する送風ファン１１と、が収納さ
れる。また、冷却器室１０の下方には、後方に機械室１３が形成されて圧縮機１４が配置
される。
　冷却器１２は圧縮機１４で圧縮された冷媒を気化させ、そのときの気化熱で周囲の空気
を冷却して冷気１００を生成するエバポレータであり、冷却器１２で生成された冷気１０
０が送風ファン１１によって冷蔵庫１の各貯蔵室に供給される。つまり、送風ファン１１
は冷却器１２が生成した冷気１００を冷却器室１０から吸い上げて各貯蔵室に送風して供
給する。
【００２２】
　なお、冷却器１２は冷凍室６の後方に配置されることが好ましい。冷凍室６は冷凍温度
帯に維持される貯蔵室であり、冷凍室６の後方に冷却器１２が配置されることによって、
冷凍室６と冷気１００を生成する冷却器１２の温度差を小さくすることができる。
　したがって、冷凍室６と冷却器１２の間に厚みの厚い断熱材を配設する必要がなく、冷
凍室６の容積を大きく確保することができる、冷蔵庫１を軽量化できる、などの効果を奏
する。
【００２３】
　また、冷却器１２の下方には霜取りヒータ１５とドレンパイプ１６が備わり、冷却器１
２に着霜したときは霜取りヒータ１５が冷却器１２を加熱して除霜するように構成される
。さらに、このときに霜が融けて生じる水がドレンパイプ１６を経由して排水されるよう
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に構成される。
　なお、符号１７は冷気１００が流通するダクト（冷気ダクト）であり、符号１８は送風
ファン１１で送風される冷気１００を冷蔵室３およびチルド室４まで案内する冷気流路（
冷蔵温度帯冷気流路）であり、符号１９は送風ファン１１で送風される冷気１００を冷凍
室６まで案内する冷気流路（冷凍温度帯冷気流路）である。そして、チルド室４は冷気ダ
クト１７で冷却器室１０と連通する。
【００２４】
　図４は、冷蔵庫の内部構造を示す後方斜視図、図５の（ａ）は、冷蔵用送風ファンおよ
び冷凍用送風ファンが取り付けられた内部状態を前方から見た斜視図、（ｂ）は、ダクト
カバーおよび冷凍室の背板が取り付けられた内部状態を前方から見た斜視図、図６の（ａ
）は冷蔵用送風ファンの配置を示す側面図、（ｂ）は冷凍用送風ファンの配置を示す側面
図である。また、図７は、ダクトカバーに取り付けられた冷蔵用送風ファンおよび冷凍用
送風ファンを前方から臨んだ図である。
【００２５】
　図４、図５の（ａ）に示すように、本実施例の冷蔵庫１には２つの送風ファン１１（冷
蔵用送風ファン１１ａ，冷凍用送風ファン１１ｂ）が野菜室５の後方に備わっている。
　冷蔵用送風ファン１１ａは、冷蔵室３、およびチルド室４に冷気１００を供給する送風
ファンであり、冷凍用送風ファン１１ｂは、冷凍室６に冷気１００を供給する送風ファン
である。冷蔵用送風ファン１１ａおよび冷凍用送風ファン１１ｂは固定板１０ｂに取り付
けられて冷蔵庫１に配設される。
　そして、固定板１０ｂには、冷蔵用送風ファン１１ａが配設される第１領域１０ａ１と
冷凍用送風ファン１１ｂが配設される第２領域１０ａ２を区画する仕切板１０ｂ１が形成
される。また、冷凍室６の後方には、冷却器室１０との境界に背面カバー１ｄが備わって
いる。
　なお、図４には、冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂのそれぞれの吸気
側Ｓｉが示され、図５の（ａ）には、冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂ
のそれぞれの吐出側Ｓｏが示されている。
　また、図４の符号５ａ２は、冷却器室１０が隔壁５ａを貫通する貫通部（貫通孔）であ
る。
【００２６】
　また、図４、図５の（ｂ）に示すように、固定板１０ｂの前方にはダクトカバー１０ａ
が取り付けられる。そして、図６の（ａ）、（ｂ）に示すように、ダクトカバー１０ａの
後方には、第１領域１０ａ１となる空間領域と第２領域１０ａ２となる空間領域が形成さ
れ、２つの空間領域が仕切板１０ｂ１（図５の（ａ）参照）で仕切られるようにダクトカ
バー１０ａが取り付けられる。ダクトカバー１０ａの開口している下方は、隔壁５ａに形
成されている貫通孔５ａ２（図４参照）と連通し、この構成によって冷却器室１０が貫通
孔５ａ２を介して隔壁５ａを貫通するように構成される。
　なお、図６の（ｂ）の符号５ａ１は、冷気１００を流通させるために隔壁５ａに形成さ
れている溝部である。
【００２７】
　また、図４、図５の（ｂ）に示すように、冷凍室６の後方には、冷凍吹出し口１９ａと
排気口１ｅが開口している背板１ｆが背面カバー１ｄの前方を覆うように備わっている。
　背板１ｆと背面カバー１ｄの間には間隙が形成され、この間隙によって、冷却器１２が
生成する冷気１００を冷凍室６まで案内する冷凍温度帯冷気流路１９が形成される。
　冷凍温度帯冷気流路１９は、冷凍用送風ファン１１ｂの位置よりも下方に形成され、冷
凍室６の位置で背板１ｆが開口し、冷凍室６と冷凍温度帯冷気流路１９が連通する複数の
冷凍吹出し口１９ａが形成される。そして、冷凍温度帯冷気流路１９を流れる冷気１００
は冷凍吹出し口１９ａから冷凍室６に吹き出して供給される。
　さらに、冷凍温度帯冷気流路１９の上方は、ダクトカバー１０ａの第２領域１０ａ２と
連通する。
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　また、冷凍室６は排気口１ｅを介して冷却器室１０（図４参照）と連通し、冷凍吹出し
口１９ａから冷凍室６に供給される冷気１００が排気口１ｅから冷却器室１０に戻るよう
に構成される。
【００２８】
　そして、図６の（ａ）に示すように、ダクトカバー１０ａは冷蔵用送風ファン１１ａの
前方（吐出側Ｓｏ）を覆うとともに冷蔵用送風ファン１１ａが吐出する冷気１００を冷蔵
温度帯冷気流路１８まで案内するカバーとなる。また、図６の（ｂ）に示すように、ダク
トカバー１０ａは冷凍用送風ファン１１ｂの前方（吐出側Ｓｏ）を覆うとともに冷凍用送
風ファン１１ｂが吐出する冷気１００を冷凍温度帯冷気流路１９まで案内するカバーとな
る。
【００２９】
　また、図４に示すように、冷蔵室３、およびチルド室４の後方には冷蔵温度帯冷気流路
１８が形成される。冷蔵温度帯冷気流路１８は、例えば、冷蔵室３の上方からチルド室４
の下方までの間の後方に配設される背板１ｃの後方の面に上下方向に延設され、前方に凹
状をなす溝部からなる。冷蔵温度帯冷気流路１８は、冷蔵用送風ファン１１ａの位置から
上方に向かって延設され、冷蔵室３およびチルド室４の位置で背板１ｃが開口し、冷蔵室
３およびチルド室４と冷蔵温度帯冷気流路１８が連通する複数の吹出し口(冷蔵吹出し口
１８ａ)が形成される。さらに、冷蔵温度帯冷気流路１８の下側の端部は、ダクトカバー
１０ａの第１領域１０ａ１の上方に形成される冷風孔１０ｃ（図５の（ｂ）参照）と連結
される。
　つまり、冷蔵温度帯冷気流路１８は、冷却器１２が生成した冷気１００を、冷蔵室３、
およびチルド室４（冷蔵温度帯室）まで案内する機能を有する。
　なお、野菜室５の位置には冷蔵温度帯冷気流路１８および冷蔵吹出し口１８ａが形成さ
れないことが好ましく、この構成によって、冷蔵温度帯冷気流路１８を流通する冷気１０
０が野菜室５に供給されない構成となる。そして、野菜室５は、冷気１００で直接冷却さ
れず、後記するように間接的に冷却される。
【００３０】
　なお、図４には内壁１ｂ（図３参照）が図示省略されている。内壁１ｂは、冷蔵室３、
チルド室４、野菜室５、および冷凍室６の周囲を前方を除いて覆うように備わる。また、
冷却器室１０の後方および左右方向は、内壁１ｂで囲まれる。
　そして、内壁１ｂは溝状の冷蔵温度帯冷気流路１８を後方から閉塞して管状の冷蔵温度
帯冷気流路１８を構成する。
【００３１】
　さらに、野菜室５の後方には冷蔵用送風ファン１１ａおよび冷凍用送風ファン１１ｂが
取り付けられた固定板１０ｂが配置されてその前方がダクトカバー１０ａで覆われ、冷凍
室６の後方は背板１ｆおよび背面カバー１ｄで冷却器室１０と仕切られる。
【００３２】
　そして、送風ファン１１（冷蔵用送風ファン１１ａ、冷凍用送風ファン１１ｂ）、冷却
器１２、冷蔵温度帯冷気流路１８、冷蔵吹出し口１８ａ、冷凍温度帯冷気流路１９、およ
び冷凍吹出し口１９ａを含んで、本実施例の冷却手段が構成される。
【００３３】
　図６の（ａ）に示すように、冷蔵用送風ファン１１ａの前方（吐出側Ｓｏ）にはダクト
カバー１０ａが配設され、ダクトカバー１０ａで覆われる第１領域１０ａ１は、上方に向
かって延設される冷蔵温度帯冷気流路１８と冷風孔１０ｃを介して連通する。また、冷蔵
用送風ファン１１ａの後方（吸気側Ｓｉ）は冷却器室１０に臨むように配置される。この
構成によって、冷蔵用送風ファン１１ａが冷却器１２で生成された冷気１００を冷蔵温度
帯冷気流路１８内に送風することが可能になる。そして、冷蔵用送風ファン１１ａによっ
て冷蔵温度帯冷気流路１８に送風された冷気１００は冷蔵吹出し口１８ａから冷蔵室３お
よびチルド室４に吹き出して供給される。つまり、冷気１００は冷蔵室３およびチルド室
４に後方から供給される。
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【００３４】
　また、図６の（ｂ）に示すように、冷凍用送風ファン１１ｂの前方（吐出側Ｓｏ）には
ダクトカバー１０ａが配設され、ダクトカバー１０ａで覆われる内部空間の第２領域１０
ａ２は、下方に形成される冷凍温度帯冷気流路１９と連通する。また、冷凍用送風ファン
１１ｂの後方（吸気側Ｓｉ）は冷却器室１０に臨むように配置される。この構成によって
、冷凍用送風ファン１１ｂが冷却器１２で生成された冷気１００を冷凍温度帯冷気流路１
９内に送風することが可能になる。冷凍用送風ファン１１ｂは冷却器室１０で生成された
冷気１００を斜め上方に吐出し、斜め上方に吐出された冷気１００はダクトカバー１０ａ
によって下方に転向し、冷凍温度帯冷気流路１９に流れ込む。そして、冷凍用送風ファン
１１ｂによって冷凍温度帯冷気流路１９に送風された冷気１００は冷凍吹出し口１９ａか
ら冷凍室６に吹き出して供給される。つまり、冷気１００は冷凍室６に後方から供給され
る。
【００３５】
　そして、図６の（ａ）、（ｂ）に示すように、冷蔵用送風ファン１１ａの取り付け角度
θ１は、冷凍用送風ファン１１ｂの取り付け角度θ２よりも小さいことが好ましい。
　ここでいう取り付け角度は、冷気１００の吐出方向が上下方向となす角度とし、この取
り付け角度が小さいほど上方に向かって冷気１００が吐出される。
　つまり、冷蔵用送風ファン１１ａは、冷凍用送風ファン１１ｂよりも冷気１００を上方
に向かって吐出するような取り付け角度で取り付けられることが好ましい。そして、冷凍
用送風ファン１１ｂの取り付け角度θ２よりも取り付け角度θ１が小さい冷蔵用送風ファ
ン１１ａは、冷凍用送風ファン１１ｂよりも冷気１００を上方に向かって吐出する。
　したがって、取り付け角度が小さい冷蔵用送風ファン１１ａは、上方に向かって延設さ
れる冷蔵温度帯冷気流路１８に対して好適に冷気１００を送風できる。
　また、取り付け角度が大きい冷凍用送風ファン１１ｂは、下方に向かって延設される冷
凍温度帯冷気流路１９に対して好適に冷気１００を送風できる。
【００３６】
　また、図４、図５の（ａ）に示すように、本実施例の冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用
送風ファン１１ｂは左右に並び、野菜室５と冷凍室６の間の隔壁５ａよりも上方に配置さ
れる。さらに、冷蔵用送風ファン１１ａが冷凍用送風ファン１１ｂよりも上方の位置に配
置される構成であることが好ましい。
　つまり、冷蔵用送風ファン１１ａから吐出される冷気１００の流れの最上部が、冷凍用
送風ファン１１ｂから吐出される冷気１００の流れの最上部よりも上方の位置となるよう
に、冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂが配置されることが好ましい。
【００３７】
　冷蔵用送風ファン１１ａは、隔壁５ａよりも上方に配置される冷蔵室３およびチルド室
４に供給される冷気１００を送風するファンであるため、冷蔵用送風ファン１１ａが上方
の位置に配置されることによって冷気１００の流路長が短くなり、冷気１００を冷蔵室３
およびチルド室４に供給する効率を向上できる。そして、冷蔵室３、およびチルド室４を
効率よく冷却できる。
【００３８】
　また、冷蔵用送風ファン１１ａ、冷凍用送風ファン１１ｂがともに、吐出側Ｓｏから臨
んだ形状が矩形の外枠を有するファンの場合、冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファ
ン１１ｂが、ともに前後方向から臨んで左右方向に対して所定の傾斜角度を有して取り付
けられ、さらに、冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂの左右方向に対する
傾斜角度が異なる構成であることが好ましい。
【００３９】
　本実施例において、冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂの傾斜角度は、
前方または後方から臨んだ冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂの外枠が左
右方向に対して傾斜する角度とする。
【００４０】
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　例えば、図７に示すように、矩形の外枠を有する冷蔵用送風ファン１１ａを前方から臨
んだ外枠の上方（または下方）の一辺が左右方向に対してなす角度θ３を冷蔵用送風ファ
ン１１ａの傾斜角度とする。同様に、矩形の外枠を有する冷凍用送風ファン１１ｂを前方
から臨んだ外枠の上方（または下方）の一辺が左右方向に対してなす角度θ４を冷凍用送
風ファン１１ｂの傾斜角度とする。
　そして、本実施例においては、冷蔵用送風ファン１１ａの傾斜角度θ３と冷凍用送風フ
ァン１１ｂの傾斜角度θ４が異なる構成とする。例えば、図７に示すように、角度θ４（
冷凍用送風ファン１１ｂの傾斜角度）が角度θ３（冷蔵用送風ファン１１ａの傾斜角度）
より大きい構成（角度θ４＞角度θ３）とする。
【００４１】
　冷蔵用送風ファン１１ａの傾斜角度θ３と冷凍用送風ファン１１ｂの傾斜角度θ４が等
しい場合（角度θ３＝角度θ４）、冷蔵用送風ファン１１ａの振動と、冷凍用送風ファン
１１ｂの振動と、が同じ伝達特性で固定板１０ｂに伝達されて互いに共鳴し、固定板１０
ｂの振動が大きくなる場合がある。この場合、冷蔵庫１（図１参照）の騒音が大きくなる
などの問題が生じる場合がある。
　図７に示すように定義された冷蔵用送風ファン１１ａの傾斜角度θ３と冷凍用送風ファ
ン１１ｂの傾斜角度θ４が異なることによって、冷蔵用送風ファン１１ａの振動と、冷凍
用送風ファン１１ｂの振動と、の固定板１０ｂへの伝達特性を変えることができ、冷蔵用
送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂの振動の共鳴を抑制できる。このことによっ
て、固定板１０ｂの振動を抑制でき、ひいては、冷蔵庫１（図１参照）の騒音を低減でき
る。
【００４２】
　さらに、冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂがそれぞれ傾斜角度θ３，
θ４を有して取り付けられることによって冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１
１ｂの左右方向の干渉が回避され、サイズの大きな冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風
ファン１１ｂを取り付けることができる。
【００４３】
　また、本実施例の冷蔵庫１には、野菜室５を間接冷却するための冷却機構が備わる。
　図８はチルド室と野菜室の構成を示す側面断面図、図９は冷気ダクトを示す後方斜視図
、図１０は隔壁の構造を示す斜視図、図１１は冷凍室の構成を示す側面断面図である。
【００４４】
　図８に示すように、本実施例のチルド室４は、野菜室５の上方に配置されて野菜室５と
仕切り部４ｃで仕切られ、さらに、野菜室５がチルド室４よりも前方に張り出すように形
成される。そして、仕切り部４ｃはチルド室４の底面となる。
　このように、チルド室４は、下部収納棚３ｂと、仕切り部４ｃと、内壁１ｂと、で区画
された空間として形成される。
　また、野菜室５は、仕切り部４ｃと、隔壁５ａと、内壁１ｂと、で区画された空間に、
前方に向かって引き出し可能な野菜容器５０が収容されて形成される。なお、野菜容器５
０には、引き出し時に使用者が手を掛けるための手掛け部５１が形成される。
【００４５】
　野菜容器５０は、例えば、隔壁５ａに取り付けられるコロ部材５２の回転による前後方
向へのスライド移動によって引き出し可能に構成され、隔壁５ａと野菜容器５０が直接接
触しない構成が好ましい。
　なお、野菜容器５０の後方には、例えば、野菜容器５０の側にコロ部材（図示せず）が
備わり、このコロ部材が隔壁５ａの上面を転がるような構成であってもよい。
【００４６】
　そして、チルド室４の後方に冷蔵温度帯冷気流路１８が配設されて冷蔵温度帯冷気流路
１８とチルド室４を連通する冷蔵吹出し口１８ａが形成され、冷蔵温度帯冷気流路１８を
流通する冷気１００が冷蔵吹出し口１８ａから供給されてチルド室４が冷却される。
【００４７】
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　また、チルド室４には、前記したように前方に向かって引き出し可能なチルド室容器４
ａが収容される。その構成は限定されるものではないが、例えば、前後方向に延設される
ガイドレール（図示せず）がチルド室４の左右の側壁をなす内壁１ｂに形成され、このガ
イドレールにチルド室容器４ａがスライド移動可能に取り付けられる構成とすればよい。
そして、チルド室容器４ａが仕切り部４ｃから離間して取り付けられ、チルド室容器４ａ
と仕切り部４ｃの間に、前後方向に通じる間隙部４ａ１が形成される構成とする。
　さらに、本実施例では、チルド室４の後方に配設される背板１ｃに冷気ダクト１７が接
続され、チルド室４と冷気ダクト１７が連通するように背板１ｃが開口する。
【００４８】
　図９に示すように、チルド室４の後方に備わる背板１ｃに一端が接続された冷気ダクト
１７は下方に延設され、他端が霜取りヒータ１５の下方で冷却器室１０に接続される。こ
の構成によって、チルド室４は冷却器室１０における冷却器１２の下方と冷気ダクト１７
を介して連通される。
　冷却器室１０には冷蔵用送風ファン１１ａ，冷凍用送風ファン１１ｂが備わり、冷却器
室１０から冷気１００を吸上げて冷蔵庫１の各貯蔵室に供給するように構成される。した
がって、冷蔵用送風ファン１１ａ，冷凍用送風ファン１１ｂが駆動すると冷却器室１０内
は減圧し、チルド室４の冷気１００が冷気ダクト１７を介して冷却器室１０まで流通する
。このとき、図８に示すように、チルド室容器４ａと仕切り部４ｃの間に形成される間隙
部４ａ１を冷気１００が流通するため仕切り部４ｃが冷却される。
【００４９】
　そして、仕切り部４ｃが冷却されることによって、下方に形成される野菜室５が冷却さ
れる。つまり、野菜室５は、冷気１００によって仕切り部４ｃを介して間接的に冷却され
る。野菜室５には野菜が貯蔵される場合が多く、過度に冷却されると「野菜の凍傷」など
の不具合が生じる場合がある。本実施例の野菜室５は、仕切り部４ｃを介して間接的に冷
却されるため、野菜室５の過度の冷却が抑制される。
　このため、仕切り部４ｃは熱の伝達効率の高い部材で形成されることが好ましい。
【００５０】
　また、チルド室容器４ａの下方に形成される間隙部４ａ１を冷気１００が流通するとき
にチルド室容器４ａを下方から冷却する。したがって、チルド室容器４ａが効率よく冷却
され、チルド室容器４ａの貯蔵物を効率よく冷却できる。
【００５１】
　なお、冷気ダクト１７は、冷却器１２および霜取りヒータ１５の後方を通るように配管
される管路で形成される構成であることが好ましい。また、図９は内壁１ｂ（図３参照）
が図示省略されており、冷気ダクト１７の下方の端部は冷却器室１０の後方で内壁１ｂに
接続される構成とすればよい。
　また、図９には左右方向に並列に２本の冷気ダクト１７が備わる構成が図示されている
が、１本の冷気ダクト１７が備わる構成であってもよいし３本以上の冷気ダクト１７が備
わる構成であってもよい。
【００５２】
　図９に示すように、冷気ダクト１７が冷却器１２および霜取りヒータ１５の後方に配設
されると、冷気ダクト１７を流れる冷気１００が冷却器１２によって冷却され、冷却器室
１０に低温の冷気１００が戻ることになる。したがって、冷却器１２の冷却負荷を小さく
することができ冷却効率を向上できる。
　また、冷却器１２と冷気ダクト１７が左右方向で干渉しないため、左右方向に幅の広い
大型の冷却器１２を設置することができる。
【００５３】
　また、例えば、冷気ダクト１７が冷却器１２の左右に配管されると、冷却器１２の左右
の端部近傍と中心部近傍とで温度差が生じるため、冷却器１２の特定の部位に集中して着
霜する場合がある。冷却器１２（エバポレータ）は冷媒が流通する細い管路の配管によっ
て形成されるため、特定の部位に集中して着霜すると冷媒の流通が妨げられる場合がある
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。これに対し、冷気ダクト１７を冷却器１２の後方に配管すると、例えば、冷気ダクト１
７を冷却器１２の後方の面の全面に亘って配管すること（または、それに近い状態にする
こと）も可能になり、左右の端部近傍と中心部近傍の温度差を小さくすることが可能とな
る。したがって、特定の部位に集中して着霜する現象の発生を抑制でき、冷媒の流通が妨
げられることを好適に回避できる。
【００５４】
　また、図１０に示すように、隔壁５ａの下面には、貫通孔５ａ２から前方に向かって複
数（図１０には２本を例示）の溝部５ａ１が延設され、溝部５ａ１の下方がカバー部材５
ａ３で閉塞される。このように構成される溝部５ａ１は貫通孔５ａ２と連通するため冷却
器室１０（図８参照）と連通し、図１１に示すように、カバー部材５ａ３で閉塞された溝
部５ａ１は冷却器室１０から冷気１００が流れ込んで流通する管路（冷気管路６０）を形
成する。つまり、冷気管路６０は、隔壁５ａに前後方向に延設されて後端部側が冷却器室
１０と連通する管路となり、冷気１００を冷却器室１０から前方に向かって流通させる流
通手段として機能する。
【００５５】
　また、カバー部材５ａ３には、例えば、前方、後方、およびその中間部などに適宜貫通
孔５ａ４が形成され、冷気管路６０（溝部５ａ１）を流通する冷気１００が貫通孔５ａ４
から下方に吹き出す構成が好ましい。
　なお、カバー部材５ａ３を隔壁５ａに固定する方法は限定されるものではない。
　例えば、カバー部材５ａ３に形成される係合爪（図示せず）と、溝部５ａ１に形成され
る係合溝（図示せず）が係合することによってカバー部材５ａ３が固定される構成（スナ
ップフィット）であってもよいし、ボルト（図示せず）などの締結部材による締結固定で
あってもよいし、接着剤等による接着固定であってもよい。
【００５６】
　図１１に示すように、冷凍室６は、隔壁５ａと、内壁１ｂと、で囲まれた空間であり、
前方は引出扉２ｃによって閉塞される。
　さらに、前記したように、冷凍室６には、引出扉２ｃとともに前方に引き出し可能に構
成される下段冷凍容器６ｂと、引出扉２ｃとともに、または、単独で、前方に引き出し可
能に構成される上段冷凍容器６ａと、が収容される。
【００５７】
　上段冷凍容器６ａは上方が開口した箱状に形成され、上端が隔壁５ａの下面と対面する
ように配設される。したがって、上段冷凍容器６ａの開口した上端は、溝部５ａ１の下方
を閉塞するカバー部材５ａ３と対面する。この構成によって、冷気管路６０（溝部５ａ１
）を流通して貫通孔５ａ４から吹き出す冷気１００が上段冷凍容器６ａの内部に供給され
て上段冷凍容器６ａの貯蔵物が冷却される。
【００５８】
　また、図１１に示すように、下段冷凍容器６ｂが上段冷凍容器６ａよりも後方に張り出
す構成としてもよい。この構成によって、下段冷凍容器６ｂの後方は上方が開口し、冷凍
室６に後方から供給された冷気１００は、張り出した部分に形成される開口部から下段冷
凍容器６ｂに供給されて下段冷凍容器６ｂの貯蔵物が冷却される。
【００５９】
　また、図示はしないが、カバー部材５ａ３の最も前方に形成される貫通孔５ａ４の位置
まで、上段冷凍容器６ａの前方の面の少なくとも一部が後退している構成としてもよい。
例えば、上段冷凍容器６ａの前方の面が、当該貫通孔５ａ４の位置まで凹状になるように
後方に湾曲している構成であってもよい。
　この構成によると、下段冷凍容器６ｂの前方の面の上端に間隙が形成され、カバー部材
５ａ３の最も前方に形成される貫通孔５ａ４から吹き出す冷気１００が、この間隙から下
段冷凍容器６ｂに流れ込む。したがって、冷気１００が下段冷凍容器６ｂの内部に効率よ
く供給されて下段冷凍容器６ｂの貯蔵物が効果的に冷却される。
【００６０】
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　また、隔壁５ａの冷気管路６０（溝部５ａ１）に効率よく冷気１００を送り込むため、
図４および図６の（ｂ）に示すように、冷蔵用送風ファン１１ａよりも下方に配置される
冷凍用送風ファン１１ｂは、少なくとも一部が隔壁５ａに形成される貫通孔５ａ２に入り
込むように取り付けられていることが好ましい。そして、冷凍用送風ファン１１ｂの一部
が冷気管路６０の後方に配置される構成が好ましい。
　この構成によると、冷凍用送風ファン１１ｂの前面（吐出側Ｓｏ）から吐出される冷気
１００の一部が隔壁５ａの冷気管路６０に直接送風されることになり、冷気管路６０（溝
部５ａ１）に効率的に冷気１００を送り込むことができる。
【００６１】
　また、図１１に示すように、隔壁５ａに形成される冷気管路６０に冷気１００が流通す
ると、冷気管路６０を流通する冷気１００によって隔壁５ａが冷却される。そして、冷却
された隔壁５ａは上方に配置される野菜室５を冷却する。したがって、野菜室５が冷気１
００によって隔壁５ａを介して間接的に冷却されることになり、野菜室５を冷却する効率
が向上するとともに、間接的な冷却によって野菜室５の過度の冷却が抑制される。
　さらに、野菜室５は、上方の仕切り部４ｃ（図８参照）と下方の隔壁５ａによって上下
の両方向から冷却される。したがって、上下方向が高く形成される野菜室５に備わる、上
下方向の深さが深い野菜容器５０であっても上下の両方向から冷却されるため、野菜容器
５０の貯蔵物を効率よく冷却できる。
【００６２】
　なお、図８に示すように野菜容器５０はコロ部材５２によって引き出し可能に支持され
て、隔壁５ａと野菜容器５０が直接接触しないように構成される。したがって、野菜容器
５０は冷却された隔壁５ａからも間接的に冷却されることになり、野菜容器５０の貯蔵物
が過度に冷却されることが抑制される。
【００６３】
　以上のように、本実施例の冷蔵庫１（図１参照）には、図４に示すように２つの送風フ
ァン１１（冷蔵用送風ファン１１ａと冷凍用送風ファン１１ｂ）が備わり、冷蔵温度帯室
（冷蔵室３、チルド室４、野菜室５）と、冷凍温度帯室（冷凍室６）と、にそれぞれの送
風ファン１１で冷気１００を供給できる。
　そして、上方の冷蔵温度帯室に冷気１００を供給する冷蔵用送風ファン１１ａは、下方
の冷凍温度帯室に冷気１００を供給する冷凍用送風ファン１１ｂよりも上方に配置され、
取り付け角度θ１（図６の（ａ）参照）が冷凍用送風ファン１１ｂの取り付け角度θ２（
図６の（ｂ）参照）よりも小さくなるように取り付けられる。
　この構成によって、上方の冷蔵温度帯室に冷気１００を効率よく供給できる。
【００６４】
　また、本実施例の野菜室５（図８参照）は、冷気１００（図８参照）によって直接冷却
されず、間隙部４ａ１（図８参照）を流通する冷気１００によって冷却される仕切り部４
ｃ（図８参照）と、冷気管路６０（図１１参照）を流通する冷気１００によって冷却され
る隔壁５ａ（図８参照）と、によって間接的に冷却される。
　この構成によって、野菜室５の過度の冷却が抑制される。
　さらに、冷凍用送風ファン１１ｂの少なくとも一部が隔壁５ａに形成される貫通孔５ａ
２（図１１参照）に入り込むように構成される。冷気管路６０は、隔壁５ａと連通して形
成されるため、隔壁５ａに入り込んだ冷凍用送風ファン１１ｂの一部から冷気管路６０に
冷気１００が効果的に送風され、隔壁５ａを効率よく冷却できる。
【００６５】
　なお、本発明は前記した実施例に限定されるものではない。例えば、前記した実施例は
本発明をわかりやすく説明するために詳細に説明したものであり、必ずしも説明した全て
の構成を備えるものに限定されるものではない。
　また、ある実施例の構成の一部を他の実施例の構成に置き換えることも可能であり、ま
た、ある実施例の構成に他の実施例の構成を加えることも可能である。
【００６６】
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　例えば、本実施例の隔壁５ａ（図１０参照）には下面に２本の溝部５ａ１（図１０参照
）からなる冷気管路６０（図１０参照）が形成される構成としたが、３本以上の溝部５ａ
１からなる冷気管路６０が形成される構成であってもよい。
　また、隔壁５ａの下面に形成される溝部５ａ１をカバー部材５ａ３（図１０参照）で閉
塞して形成される冷気管路６０としたが、この構成も限定されるものではない。
　例えば、ドリルなどの加工工具で隔壁５ａの後端部側から前方に向かって加工される縦
孔からなる冷気管路６０であってもよい。
【００６７】
　また、冷気ダクト１７（図９参照）の数も２本に限定されるものではなく、３本以上の
冷気ダクト１７が備わる構成であってもよい。
【００６８】
　この他、本発明は、前記した実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲で適宜設計変更が可能である。
【符号の説明】
【００６９】
　１　　　冷蔵庫
　２ａ，２ｂ　扉
　２ｃ　　引出扉（扉）
　３　　　冷蔵室（冷蔵温度帯室）
　３ｂ　　下部収納棚（収納棚）
　４　　　チルド室（上部区画室、冷蔵温度帯室）
　４ａ　　チルド室容器（引出容器）
　４ａ１　間隙部
　４ｃ　　仕切り部
　５　　　野菜室（下部区画室、冷蔵温度帯室）
　５ａ　　隔壁
　６　　　冷凍室（冷凍温度帯室）
　６ａ　　上段冷凍容器
　６ｂ　　下段冷凍容器
　１１　　送風ファン（冷却手段）
　１１ａ　冷蔵用送風ファン（冷却手段）
　１１ｂ　冷凍用送風ファン（冷却手段）
　１２　　冷却器（冷却手段）
　１７　　冷気ダクト（ダクト）
　１８　　冷蔵温度帯冷気流路（冷却手段）
　１８ａ　冷蔵吹出し口（冷却手段）
　１９　　冷凍温度帯冷気流路（冷却手段）
　１９ａ　冷凍吹出し口（冷却手段）
　６０　　冷気管路（流通手段）
　１００　冷気
　Ｆｓ　　前面
　Ｒｓ　　背面
　Ｓｉ　　吸気側
　Ｓｏ　　吐出側
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